
□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

自治会活動関係、コミュニティ助成金交付

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 コミュニティ活動支援事業 所管部局 市民部

1 所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ活動支援事業

所管
室課

事業名

事業概要

37.1

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

ライフスタイルの多様化などにより、自
治会加入率が低下している。
令和７年度に自治会加入促進等活動補助
制度の補助対象を拡大し、加入促進活動
のさらなる支援を行った。
また令和８年度から自治会集会施設整備
等事業補助制度において、自治会掲示板
を補助対象とすることで、自治会内外に
向けての情報発信を支援する。
自治会は、地域コミュニティの基礎とな
る組織であり、加入促進は必要だが、自
治会だけでなく、地域諸団体やテーマ型
の団体とも連携した地域コミュニティの
活性化が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

拡充を行った補助金制
度について、広く周知
を行い、補助金活用に
より地域コミュニティ
の活性化につながるよ
う図っていく。

（１）自治会活動補助金交付事業
  地域住民の自治活動を支援し、住民相互の親睦と相互扶助の向上を
図ることを目的とした補助金を地区連合自治会に対して交付
  令和５年度交付額・・・12,070,791円（34団体）
  令和６年度交付額・・・14,455,106円（34団体）
　令和７年度交付額・・・14,402,210円（34団体）
（２）自治会集会施設整備等事業補助金交付事業
  自治会活動の拠点である集会施設の整備等に補助金を交付
  令和５年度交付額・・・4,965,000円（14団体）
  令和６年度交付額・・・4,396,000円（13団体）
　令和７年度交付額・・・4,135,000円（12団体）
（３）自治会加入促進等活動補助金交付事業
  自治会の加入促進のため、お祭り等の行事について補助金を交付
  令和５年度交付額・・・213,880円（11団体）
  令和６年度交付額・・・173,583円（11団体）
　令和７年度交付額・・・268,488円（16団体）
（４）コミュニティ助成金
  地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会
の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するもの
  令和５年度決算額・・・1,415,040円
  令和６年度決算額・・・1,674,200円
　令和７年度決算額・・・2,368,020円

決算額
(千円)

18,955 21,188 21,478
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
92.6 92.4

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/1



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

市民ホール管理(指定管理者施設管理)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

1 所管
室課

市民自治推進室 事業名 市民ホール管理事業

2 所管
室課

市民自治推進室 事業名 地区集会所管理事業

事業概要

79.6

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

施設の老朽化に伴い維持補修費が増加し
ていることから、計画的な修繕等が必要
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市地区市民ホール（津雲台・高野台・佐竹台・桃山台・青山台・
藤白台・古江台・竹見台）の管理運営は、指定管理者として各運営委
員会が行った。

                                      （単位：件）
（１）津雲台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,025、
　　　令和６年度 1,116、令和７年度 1,137
（２）高野台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,325、
　　　令和６年度 1,451、令和７年度 1,622
（３）佐竹台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,581、
　　　令和６年度 1,559、令和７年度 1,592
（４）桃山台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,393、
　　　令和６年度 1,426、令和７年度 1,410
（５）青山台市民ホールの利用数･･･令和５年度 546、
　　　令和６年度 631、令和７年度 624
（６）藤白台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,102、
　　　令和６年度 1,145、令和７年度 1,238
（７）古江台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,295、
　　　令和６年度 1,281、令和７年度 1,344
（８）竹見台市民ホールの利用数･･･令和５年度 1,169、
　　　令和６年度 1,191、令和７年度 1,312

決算額
(千円)

44,578 94,355 58,770
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 57.8

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

施設の老朽化に伴い維持補修費が増加し
ていることから、計画的な修繕等が必要
であるが、暫定利用であるため、対応が
困難である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

廃園となった幼稚園跡を、地区集会所として地域住民へ開放した。管
理運営については、地域住民で組織された地区集会所運営委員会へ委
託した。

（１）吹田市岸二地区集会所の利用件数及び利用人数
  　　　令和５年度…435件・5,453人
　　　  令和６年度…416件・4,618人
　　　　令和７年度…366件・3,913人

（２）吹田市北山田地区集会所の利用件数及び利用人数
 　　　 令和５年度…1,139件・15,259人
 　　　 令和６年度…1,160件・15,414人
 　　　 令和７年度…1,257件・15,653人

決算額
(千円)

4,743 5,674 4,936
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

地区集会所管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/4



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

竹見台多目的施設管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

3 所管
室課

市民自治推進室 事業名 竹見台多目的施設管理事業

4 所管
室課

市民自治推進室 事業名 市民センター管理事業

事業概要

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

廃止

吹田市立南竹見台小学校跡を、吹田市立竹見台多目的施設として地域
住民へ開放した。管理運営については、地域住民で組織された吹田市
立竹見台多目的施設運営委員会へ委託した。
なお、竹見台多目的施設は令和8年(2026年)3月31日をもって機能廃止
している。

　竹見台多目的施設の利用件数及び利用人数
 　 　　令和５年度…669件・ 9,747人
 　　　 令和６年度…577件・10,360人
  　　　令和７年度…456件・ 3,630人

決算額
(千円)

14,791 16,332 13,560
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

利用率については、利用者ニーズに応じ
た自主事業を増やし、より一層利用促進
による事業効果を高める工夫を行ってい
く。さらに利用率をあげるためには、自
主事業のチラシ作成、ホームページの活
用など広報活動に工夫が必要である。
また、施設の老朽化に伴い維持補修費が
増加していることから、計画的な修繕等
が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市立千里市民センター大ホールの管理運営については、(株)東急
コミュニティーへ委託した。
岸部・豊一・千里丘市民センターの管理、主催事業は、指定管理者と
して国際ライフパートナー株式会社が行った。

（１）千里市民センター大ホールの利用件数及び利用人数
 　　　 令和５年度･･･623件・59,758人
　　　  令和６年度･･･566件・28,407人
 　　　 令和７年度･･･585件・53,622人
（２）岸部市民センターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度･･･4,164件・51,733人
 　　　 令和６年度･･･4,341件・53,575人
 　　　 令和７年度･･･4,188件・71,229人
（３）豊一市民センターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度･･･2,765件・40,984人
　　　  令和６年度･･･2,655件・40,125人
 　　　 令和７年度･･･2,973件・46,462人
（４）千里丘市民センターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度･･･5,130件・87,273人
  　　　令和６年度･･･5,209件・89,585人
  　　　令和７年度･･･5,207件・92,163人

決算額
(千円)

147,123 120,170 133,172
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
55.1 42.1

市民センター管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/4



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

千里ニュータウンプラザ施設管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

5 所管
室課

市民自治推進室 事業名 千里ニュータウンプラザ管理事業（千里市民センター）

6 所管
室課

市民自治推進室 事業名 山田ふれあい文化センター管理事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

管理についてはPFI事業により行ってい
る。定期的に連絡会が開催され施設管理
の情報共有を行っている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

千里ニュータウンプラザの管理及び千里市民センター多目的ルームの
管理運営は、PFI契約に基づき、吹田南千里PFI(株)が行った。

　千里市民センター多目的ルームの利用件数及び利用人数
　　　  令和５年度･･･1,433件・23,572人
 　　　 令和６年度･･･1,503件・27,474人
 　　　 令和７年度･･･1,672件・29,306人

決算額
(千円)

54,748 53,995 56,479
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

施設の老朽化に伴い維持補修費が増加し
ていることから、計画的な修繕等が必要
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

山田ふれあい文化センターの管理、主催事業は、指定管理者として国
際ライフパートナー株式会社が行った。

　山田ふれあい文化センターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度…3,821件・54,143人
　　　　令和６年度…4,048件・64,602人
　　　　令和７年度…4,124件・55,041人

決算額
(千円)

54,119 60,882 55,229
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
82.5 86.1

山田ふれあい文化センター管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

3/4



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

事業概要

コミュニティセンター管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

7 所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティセンター管理事業

8 所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ協議会助成事業

事業概要

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

施設の老朽化に伴い維持補修費が増加し
ていることから、計画的な修繕等が必要
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市立コミュニティセンター（内本町・亥の子谷・千一・千里山）
の管理運営は、指定管理者として各コミュニティセンター協議会が
行った。

（１）内本町コミュニティセンターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度…4,588件・51,862人
　　　　令和６年度…4,586件・53,291人
　　　　令和７年度…4,525件・55,769人
（２）亥の子谷コミュニティセンターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度…3,460件・51,570人
　　　　令和６年度…3,477件・53,788人
　　　　令和７年度…3,482件・59,292人
（３）千一コミュニティセンターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度…811件・6,875人
　　　　令和６年度…714件・6,870人
　　　　令和７年度…694件・7,085人
（４）千里山コミュニティセンターの利用件数及び利用人数
　　　　令和５年度…4,279件・44,643人
　　　　令和６年度…4,728件・50,350人
　　　　令和７年度…4,856件・58,032人

決算額
(千円)

164,077 294,764 171,741
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
0.0 19.8

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市立コミュニティセンターの指定管理者である各コミュニティ協
議会が行うコミュニティ助成事業に係る経費の一部について助成を
行った。

（１）内本町協議会助成事業の事業実施件数
  　　　令和５年度…473件
　　　　令和６年度…473件
　　　　令和７年度…475件
（２）亥の子谷協議会助成事業の事業実施件数
  　　　令和５年度…548件
　　　　令和６年度…568件
　　　　令和７年度…480件
（３）千里山協議会助成事業の事業実施件数
　　　  令和５年度…419件
　　　　令和６年度…558件
　　　　令和７年度…546件
（４）千一協議会助成事業の事業実施件数
  　　　令和５年度…138件
　　　　令和６年度…138件
　　　　令和７年度…131件

決算額
(千円)

9,950 11,271 10,816
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 96.7

コミュニティ協議会助成（内本町・亥の子谷・千里山・千一）

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

4/4


